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初めに

このドキュメントは、ＡＲＤＦ競技に参加したと
きに、私がどういう場面でどういう判断をしたか
を記憶を頼りに記録したものです。
従って、「こうすべき」という正解を記載したも
のではありません。
ＡＲＤＦに参加した一競技者の話として、主に
初心者の皆さんの役に立てられればと思って
作成いたしました。



あなたならどう攻めますか？
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①「スタート地点にて地図読み」
南北の通行止め道路でテレイン
が東西（左右）に分断されている。
スタートから東テレインへ行く道
が記載されているということは、
今日は東テレインにもTXがある

可能性が大ということである。探
索開始地点（本大会では受信開
始地点）での方探でどっち回りか
を決める。
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②「探索開始地点」
ターゲットのTX１，２，３，４は北部テレイン及び東テレ
インと判定。２ｍなので、北部のTXは標高の高いゴー

ル付近から攻めなければならない。つまりゴールへは
ゴールインを除いて、一回登らなければならないという
ことである。しかしスタート地点はｺﾞｰﾙ地点からかなり
下ってきてしまっているので、ゴールへ今登りたくない。
そこで道を下って南東の平野部から東側テレインを攻
めることにする。
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③「長い下り坂」
２ｍの初っ端から坂を下るのは珍しいことと考えながら、重力を利用して走る。途中で
方探しながら降りていく柴田さんを抜く。自分は自分の体重をコントロールするのに必
死で方探する余裕は無い。などと考えているうちに体力アラームが鳴り歩き始める。ま
もなく柴田さんに抜かれる。平野部が見えてきたので平野部方向に下りていく。TX３は
山の上のほう、TX４の位置はAエリア付近。なんとかB交差点付近でTX4が鳴く時刻を
迎えたいが間に合いそうに無い。前方にいる柴田さんはB交差点付近で迎えられそう

だ、さすがにベテランは違う。
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④「TX4」
TX4が鳴く。B交差点に到達する前に停波したが、小道の奥であることは確認した。

小道を入っていくと民家の中に祠がある。この裏しか考えられない。その前で小学
生？がマンツーマン指導を受けている。自分より１５分前のスタートであったが、よく
ここまで来たものだと感心した。
祠の前で軽く会釈をして裏へ回り、TX4ｹﾞｯﾄ。
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⑤「TX3」

間違えて表の道に出そうになるが、すぐ引き返し
て山道を登る。TX4付近で菊一先生らしき人がう

ろうろされていた。
ひたすら山道を登っていきながら方探。TX3は道
なり方向。TX2はどうやら西テレインのほうらしい。
TX1は非常に弱い。
太い道に出た。もうすぐTX3が鳴く時刻だ。少しで

も高いところでその時刻を迎えようと道を登る。後
ろを振り返るとちょうど折井さんが太い道にでてき
たところだった。
TX３が鳴く。少し上のほうだ。がんばって登って
TX3ｹﾞｯﾄ。
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⑥「恐竜広場」
ゴール方向へ進み始めると、すぐに折井さんに抜かれる。TX1はいまだ弱い。

ゴール地点の駐車場に入ったところで、斉藤先生がニヤッと笑いながらものすご
い勢いですれ違う。底知れぬ走力の持ち主である。T字路を北へと進む。TX1は

道方向である。少しでもメインテレインの中央部でしかも高度が高いところで方探
したく思い、前方に折井さんを発見しながら、自分は恐竜広場へと進む。
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⑦「高台」
TX2は谷越えの方向。２ｍである

し、体力アラームが鳴っているの
で、山周りをすることにする。大き
く回っていくが、TX1は一向に強く
ならない。TX1は谷にあるのだろ
うか。TX2は道なりである。TX5

はかなり下のほうだ。当然行ける
筈が無い。
交差点付近にくるとAエリアで人

がうろうろしているのが見える。
中に折井さんらしき人もいた。自
分は落ち着いて先の高台へと進
む。
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⑧「TX2」
高台についてTX1,2を待っ

ていると、高校生２人がその
高台へと来て方探している。
君たちは正解だ。TX1をしっ
かりと方探してBエリアと推

定。
TX2が鳴く。結構強くダッ

シュする。高校生２人もすぐ
反応して欲しい。交差点に
出るとさらに強くなった。小
高い山の上だ。山に登って
いくと至近距離の強さ。目視
探索ができる強さだ。停波し
そうなので、最後にしっかり
と方向を見据える。停波後、
TX2ｹﾞｯﾄ。
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⑨「坂を下る」
TX1の場所は大体わかっているが、

別方向からの方探もしたかったた
め、下から行くことにした。例のごと
く体重を利用して坂を走り下りる。
下り坂で無いと走れないとは情けな
い。前方に折井さんがいる。追いつ
きたくないというわけがわからぬ理
由で歩くことにした。一定距離を保
ちながら進んだが、いつの間にか
はるか前方に。逆に後ろから数人
の集団の足音が。TX1はまだ遠い。



⑩「坂を登る」
見失った折井さんが横道からこちらへ向
かってくる。道草していたのであろう。
A地点付近でTX1の時刻を迎えられるよ
うに速度をコントロールする。A地点は高

台なので、そこでの方探が極めて有効だ
からだ。坂を登る。
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⑪「TX1」
ちょうどカーブを曲がったところでTX1が鳴く。近いが至近距離でな

い。ちょっとあせるが体力を振り絞って道を動く。高台が見えたので
そこへ駆け上がる。至近距離だ。草むらへと入っていくとフラッグが
ある。パンチ台前に立ったが、パンチカードが背中に回っているよ
うでなかなかパンチできずにいる間に、別なところから上がってき
た折井さんに先にパンチされる。やられた！
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⑫「GOAL」

折井さんはショートカットで山を下りる方向へ。自分はオーソドック
スに道を登り、そのままGOALへ。
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